
昭
和
五
十
五
年
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第

一
号

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の
額

の
計
算
等
に
関
す
る
命
令

工
業
標
準
化
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令

第
四
百
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
業
標
準
化

法
に
基
づ
く
承
認
申
請
手
数
料
の
額
の
計
算
に
関
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

（
在
勤
官
署
の
所
在
地
）

第
一
条
　
産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
登
録
申
請
手
数
料
の

額
等
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
八

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
、
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
認
証
機
関
審

査
旅
費
の
額
、
第
一
条
第
一
項
第
五
号
、
第
六
号
、
第

八
号
、
第
九
号
、
第
三
項
第
五
号
、
第
六
号
、
第
八
号

及
び
第
九
号
の
試
験
所
審
査
旅
費
の
額
並
び
に
第
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以

下
「
旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）
を
計
算
す
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
審
査
の
た
め
、
そ
の
地
に
出
張
す
る
者

の
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
旅
費
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
在
勤
官
署
の
所
在
地
は
、
次

の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

主
務
大
臣
の

区
分

在
勤
官
署
の
所
在
地

内
閣
総
理
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二

号
（
国
家
公
安
委
員
会
）

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
一

号
（
金
融
庁
）

総
務
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番

二
号

文
部
科
学
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番

二
号

厚
生
労
働
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
二
番

二
号

農
林
水
産
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
二
番

一
号

経
済
産
業
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番

一
号

国
土
交
通
大

臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番

三
号

環
境
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
二
番

二
号

（
支
度
料
の
不
算
入
）

第
二
条
　
旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
支
度
料
は
、
旅
費
相

当
額
に
算
入
し
な
い
。

（
審
査
の
日
数
）

第
三
条
　
審
査
を
実
施
す
る
日
数
は
三
日
と
し
て
旅
費
相

当
額
を
計
算
す
る
。

（
旅
行
雑
費
の
額
）

第
四
条
　
旅
費
法
第
六
条
第
一
項
の
旅
行
雑
費
は
、
一
万

円
と
し
て
旅
費
相
当
額
を
計
算
す
る
。

（
調
整
）

第
五
条
　
主
務
大
臣
が
旅
費
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
実
費
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は
必

要
と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
当

該
部
分
に
相
当
す
る
額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な

い
。

２
　
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
が
、
旅
費

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
実
費
を

超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
又
は
必
要
と
し
な
い
部
分
の

旅
費
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
当
該
部
分
に
相
当
す
る

額
は
、
旅
費
相
当
額
に
算
入
し
な
い
。

（
登
録
又
は
認
定
の
基
準
が
類
似
す
る
場
合
の
認
証
機

関
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
等
）

第
六
条
　
令
第
一
条
第
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
登
録

又
は
認
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
第
一

項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
登
録

二
　
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一

号
）
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録

三
　
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第

一
項
の
登
録

四
　
電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

三
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
の
登
録

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十

九
号
。
以
下
「
液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う
。
）
第

四
十
七
条
第
一
項
の
登
録

六
　
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律

第
三
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
登
録

七
　
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
百
四

十
三
条
第
一
項
の
登
録

八
　
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外

国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

三
年
法
律
第
百
十
一
号
。
以
下
「
相
互
承
認
実
施

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
認
定

第
七
条
　
令
第
一
条
第
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
一
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
申
請
し
た
日
前
法
第
四
十

二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
以
内
に
行
わ

れ
た
前
条
第
一
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り

審
査
の
事
務
の
合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
第
十

一
条
第
一
号
の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た

試
験
所
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求

事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
二
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
号
の

登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機
構

及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証
を

行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要

求
事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
第
四

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
三
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
号
の

登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機
構

及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証
を

行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
並
び
に
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
方
法
の
審
査
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準

の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
認

め
る
こ
と
を
い
う
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

証
す
る
書
類

四
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
四
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

五
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
五
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

六
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
六
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

七
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
七
号
の
登
録
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
号
の

登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機
構

及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
校
正
を
行
う
機

関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項

に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

八
　
申
請
を
行
う
者
が
現
に
前
条
第
八
号
の
認
定
を
受

け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ
た
同

号
の
認
定
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の

合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
号
の

登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
承
認
実
施
法

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
の
基
準
の
う
ち
品

質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と

を
い
う
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書

類
（
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の

外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
。
以
下
「
相

互
承
認
実
施
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三

号
又
は
第
六
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係

る
相
互
承
認
実
施
法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る

書
類
に
あ
っ
て
は
、
相
互
承
認
実
施
法
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
認
定
の
基
準
の
う
ち
適
用
し
た
基
準

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

第
八
条
　
令
第
一
条
第
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額

は
、
申
請
に
際
し
前
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は

第
八
号
の
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
号
の
書

類
に
あ
っ
て
は
、
相
互
承
認
実
施
法
施
行
令
第
二
条
第

一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
係

る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係
る
も
の
並
び
に
同
条
第

三
号
又
は
第
六
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係

る
認
定
の
基
準
が
日
本
産
業
規
格
Ｑ
一
七
〇
六
五
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ

っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
、
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項

か
ら
第
六
項
ま
で
の
登
録
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て

単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
　
五
万
百
円
（
電
子
申
請
（
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

し
て
行
う
申
請
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
八
千
円
）
に
令
第
一
条
第
一

1



項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め

る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額

二
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
　
三
万
七
千
九
百
円
（
電
子
申
請
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
万
五
千
八
百
円
）
に
令

第
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該

各
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額

２
　
令
第
一
条
第
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
申

請
に
際
し
前
条
第
一
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
の
書
類

が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
号
の
書
類
が
、
相
互
承

認
実
施
法
施
行
令
第
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四

号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事

業
に
係
る
も
の
並
び
に
同
条
第
三
号
又
は
第
六
号
に
係

る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係
る
認
定
の
基
準
が
日
本

産
業
規
格
Ｑ
一
七
〇
六
五
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の

で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

額
と
す
る
。

一
　
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
　
十
八
万
六
千
四

百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
八

万
四
千
三
百
円
）
に
令
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額

を
加
算
し
た
額

二
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
　
十
二
万
七
千
百
円
（
電
子
申
請
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
二
万
五
千
円
）
に
令
第

一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各

号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額

第
九
条
　
削
除

（
準
用
）

第
十
条
　
第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
第
四

条
第
二
項
（
令
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
一
条
第
五
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
旅
行
雑
費
の
額
そ
の
他
認
証
機

関
審
査
旅
費
の
額
又
は
試
験
所
審
査
旅
費
の
額
の
計
算

に
関
し
必
要
な
細
目
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
条
及
び
第
三
条
中
「
審
査
」
と
あ
る
の
は
、

「
検
査
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
又
は
認
定
の
基
準
が
類
似
す
る
場
合
の
試
験
事

業
者
の
試
験
所
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
等
）

第
十
一
条
　
令
第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
第
四
項
の
主

務
省
令
で
定
め
る
登
録
又
は
認
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
一
条

第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
三
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
か

ら
第
六
項
ま
で
の
登
録

二
　
ガ
ス
事
業
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録

三
　
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
の
二
の

二
十
三
第
一
項
の
登
録

四
　
電
気
用
品
安
全
法
第
九
条
第
一
項
の
登
録

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
登
録

六
　
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
第
十
二
条
第
一
項
の

登
録

七
　
計
量
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
登
録

八
　
相
互
承
認
実
施
法
第
三
条
第
一
項
の
認
定

第
十
二
条
　
令
第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
第
四
項
の
主

務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず

れ
か
と
す
る
。

一
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
一
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
申
請
し
た
日
前
法
第

五
十
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
以
内
に

行
わ
れ
た
前
条
第
一
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当

た
り
審
査
の
事
務
の
合
理
化
（
第
六
条
第
一
号
若
し

く
は
前
条
各
号
の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更

新
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め

た
製
品
の
認
証
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち

品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ

と
を
い
う
。
次
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す

る
書
類

二
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
二
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
内
に
行
わ
れ
た

同
号
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
更
新
に
当
た
り
審
査

の
事
務
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す

る
書
類

三
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
三
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
（
第
六
条
第
一
号
若
し
く
は
前
条
各
号

の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機

構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証

を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
並
び
に
製
造
管
理
及
び

品
質
管
理
の
方
法
の
審
査
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基

準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と

認
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
証
す
る
書
類

四
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
四
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る

書
類

五
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
五
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る

書
類

六
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
六
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る

書
類

七
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
七
号
の
登
録

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
登
録
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
（
第
六
条
第
一
号
若
し
く
は
前
条
各
号

の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機

構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
校
正
を
行
う

機
関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事

項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

八
　
申
請
に
係
る
試
験
所
が
現
に
前
条
第
八
号
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
期
間
以
内
に
行
わ
れ

た
同
号
の
認
定
及
び
そ
の
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事

務
の
合
理
化
（
第
六
条
第
一
号
若
し
く
は
前
条
各
号

の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
承
認
実
施

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
の
基
準
の
う
ち

品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ

と
を
い
う
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る

書
類
（
相
互
承
認
実
施
法
施
行
令
第
二
条
第
三
号
又

は
第
六
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係
る
相

互
承
認
実
施
法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
書
類

に
あ
っ
て
は
、
相
互
承
認
実
施
法
第
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
認
定
の
基
準
の
う
ち
適
用
し
た
基
準
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

第
十
三
条
　
令
第
五
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額

は
、
申
請
に
際
し
前
条
第
七
号
又
は
第
八
号
の
書
類
が

添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
号
の
書
類
に
あ
っ
て
は
、

相
互
承
認
実
施
法
施
行
令
第
二
条
第
三
号
又
は
第
六
号

に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係
る
認
定
の
基
準
が

日
本
産
業
規
格
Ｑ
一
七
〇
二
五
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

も
の
並
び
に
同
条
第
五
号
及
び
第
八
号
に
係
る
国
外
適

合
性
評
価
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
　
九
万
五
千
二
百
円
（
電
磁
的
記
録
試
験
に

あ
っ
て
は
、
十
万
四
百
円
）
に
同
項
の
主
務
省
令
で

定
め
る
試
験
方
法
の
区
分
（
以
下
単
に
「
試
験
方
法

の
区
分
」
と
い
う
。
）
の
数
を
乗
じ
た
額
及
び
五
万

百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万

八
千
円
）
の
合
計
額

二
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
　
八
万
二
千
六
百
円
（
電
磁
的
記
録

試
験
に
あ
っ
て
は
、
八
万
七
千
九
百
円
）
に
当
該
登

録
の
更
新
に
係
る
試
験
方
法
の
区
分
の
数
を
乗
じ
た

額
及
び
三
万
三
千
四
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
三
万
千
五
百
円
）
の
合
計
額

２
　
令
第
五
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
申

請
に
際
し
前
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
八
号

の
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
号
の
書
類
が
、

相
互
承
認
実
施
法
施
行
令
第
二
条
第
三
号
又
は
第
六
号

に
係
る
国
外
適
合
性
評
価
事
業
に
係
る
認
定
の
基
準
が

日
本
産
業
規
格
Ｑ
一
七
〇
二
五
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

も
の
並
び
に
同
条
第
五
号
及
び
第
八
号
に
係
る
国
外
適

合
性
評
価
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
　
九
万
五
千
二
百
円
（
電
磁
的
記
録
試
験
に

あ
っ
て
は
、
十
万
四
百
円
）
に
試
験
方
法
の
区
分
の

数
を
乗
じ
た
額
及
び
十
一
万
三
千
百
円
（
電
子
申
請

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
一
万
千
円
）
の
合

計
額

二
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
　
八
万
二
千
六
百
円
（
電
磁
的
記
録

試
験
に
あ
っ
て
は
、
八
万
七
千
九
百
円
）
に
当
該
登

録
の
更
新
に
係
る
試
験
方
法
の
区
分
の
数
を
乗
じ
た

額
及
び
八
万
九
千
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
八
万
七
千
二
百
円
）
の
合
計
額

第
十
四
条
　
令
第
六
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額

は
、
申
請
に
際
し
第
十
二
条
の
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
　
五
万
四
千
百
円
（
電
磁
的
記
録
試
験
に
あ

っ
て
は
、
五
万
九
千
三
百
円
）
に
試
験
方
法
の
区
分

の
数
を
乗
じ
た
額
及
び
十
一
万
三
千
百
円
（
電
子
申

請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
一
万
千
円
）
の
合

計
額
に
、
旅
費
の
額
（
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
旅
費
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
た
額

2



二
　
法
第
六
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
十
九
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
　
四
万
千
五
百
円
（
電
磁
的
記
録
試
験
に
あ

っ
て
は
、
四
万
六
千
八
百
円
）
に
当
該
登
録
の
更
新

に
係
る
試
験
方
法
の
区
分
の
数
を
乗
じ
た
額
及
び
八

万
九
千
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

八
万
七
千
二
百
円
）
の
合
計
額
に
、
旅
費
の
額
に
相

当
す
る
額
を
加
算
し
た
額

２
　
令
第
一
条
第
五
項
及
び
第
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定

は
、
前
項
の
旅
費
の
額
の
計
算
に
準
用
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
五
日
厚
生

省
・
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
二
八
日
厚
生
省
・

通
商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
省
・

通
商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
表
示
許
可

申
請
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
一
九
日
厚
生
省
・
通

商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
工
業
標
準
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

九
年
九
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
厚
生

省
・
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
九
月
二
二
日
厚
生
労
働

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省

令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
工
業
標
準
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
工

業
標
準
化
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七

条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た

試
験
所
に
お
い
て
製
品
試
験
の
事
業
を
行
う
者
が
、
同

項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
数
料
に
つ
い

て
の
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
工
業
標
準
化
法

に
基
づ
く
外
国
製
造
業
者
等
に
係
る
表
示
認
定
申
請
手

数
料
の
額
の
計
算
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省

令
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
六
万
三
千
二
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
三

千
二
百
円
（
工
業
標
準
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
さ

れ
た
試
験
所
に
係
る
区
分
が
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の

主
務
省
令
で
定
め
る
試
験
方
法
の
区
分
に
相
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
五
万
二
千
円
）
」
と
、
「
四
万
四
千
五

百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
五
千
二
百
円
」
と
、
「
四

万
二
千
八
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
万
三
千
五
百
円
」

と
、
「
九
万
九
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
万
三
千

六
百
円
」
と
、
「
九
万
七
千
九
百
円
」
と
あ
る
の
は

「
八
万
千
九
百
円
」
と
す
る
。

２
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第

六
十
五
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な

さ
れ
た
試
験
所
に
お
い
て
製
品
試
験
の
事
業
を
行
う
者

が
、
同
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
数
料

に
つ
い
て
の
新
省
令
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
中
「
四
万
七
千
五
百
円
」
と
あ
る
の
は

「
四
万
七
千
五
百
円
（
工
業
標
準
化
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の

と
み
な
さ
れ
た
試
験
所
に
係
る
区
分
が
試
験
方
法
の
区

分
に
相
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
万
六
千
三
百

円
）
」
と
、
「
九
万
九
千
七
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
万

三
千
七
百
円
」
と
、
「
九
万
八
千
円
」
と
あ
る
の
は

「
八
万
二
千
円
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省

令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日

二
　
第
二
条
の
規
定
　
平
成
十
七
年
七
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
厚
生
労

働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通

省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
中
第
一
条
の
規
定
は
特
定
機
器
に
係
る
適

合
性
評
価
の
欧
州
共
同
体
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国

と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十

日
）
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
適
合
性
評
価
手
続
の
結

果
の
相
互
承
認
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
五
日
厚
生
労

働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通

省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
内
閣
府
・
総
務

省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第

三
号
）

こ
の
命
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
六
日
内
閣
府
・
総

務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第

四
号
）

こ
の
命
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政

運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。
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